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研究成果の概要（和文）：子どもの体力低下問題を踏まえて，教科体育では体つくり運動以外の領域において
も，学習した結果として体力向上を図ることが求められている．そこで本研究では，体力・運動能力向上を配慮
した小学校ボールゲームの指導プログラムを開発し，その有効性を検証することを目的とした．その結果，同じ
少人数のゲームでもコートの広さを工夫することにより体力つくりに対する効果が期待できること（研究課題
1），1人あたりのコートの広さが異なるゲームを行わせた結果，いずれの群も児童の関心を損なわずに行うこと
ができるが，1人あたりのコートがの広さが大きいゲームでは方向変換能力が高まることが明らかとなった（研
究課題2）．　

研究成果の概要（英文）：Based on the problem of children's declining physical fitness, it is 
required to improve physical fitness as a result of learning in areas other than “karadatsukuri 
undo” in school-based physical education. Therefore, the purpose of this study was to develop a 
teaching program for elementary school ball games that considers the improvement of physical 
fitness, and to verify its effectiveness. As a result, it was found that even in the same game with 
a small number of players, it is possible to expect an effect on enhancing physical fitness by 
adjusting the size of the court (research subject 1). Groups can also be played without impairing 
the children's interest, but it was revealed that the direction change ability increased in games 
with a large court size per child (research subject 2).

研究分野：体力学，体育科教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本学術会議の提言（2017）によれば，子どもの動きの獲得に重要な時期を過ごす小学校における体育の指導内
容および指導方法の改善を求めている．現行の体育カリキュラムを見ると，ボール運動の指導の際には，児童が
取り組みやすいようにプレイヤーの人数，コートの広さ，用具，プレイ上の制限を工夫した簡易化されたゲーム
を取り入れることが明記されている（文部科学省，2017）．本研究の結果，同じ少人数のゲームでもコートの広
さを工夫することにより体力つくりに対する効果が得られることが明らかとなった．本研究の成果は，指導現場
における授業づくりのための新しい視点となるものと考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

2017 年 3 月に告示された新学習指導要領における現行学習指導要領の成果と課題をみると，子ど

もの体力低下に歯止めがかかったものの，体力水準の高かった 1985 年と比較すると依然として低い状

況にある．このことを踏まえて，教科体育では体つくり運動以外の領域においても，学習した結果として

体力向上を図ることが求められている．また，日本学術会議の提言（2017）によれば，子どもの動きの獲

得に重要な時期を過ごす小学校における体育の指導内容および指導方法の改善を求めている． 
 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，体力・運動能力向上を配慮した小学校ボールゲームの指導プログラムを開発し，その

有効性を検証することを目的とした． 
 
 
 
３．研究の方法 

 

本研究は，2019年～2022年の 4年間にわたり，以下の計画に基づいて実施する． 

【研究課題 1】 

  体力・運動能力向上を配慮したサッカーミニゲームの負荷特性 

【研究課題 2】 

 体力・運動能力向上を配慮したサッカー指導プログラムの効果検証 

【研究課題 3】 

  研究成果の指導現場への周知 

 研究課題 1 では，1回の運動に対する負荷特性を検討する（横断的研究）．研究課題 2 では，立

案した指導計画をもとに，小学校の体育授業に介入し，その効果を検証する（縦断的研究）．研究

課題 3では，研究の成果をまとめ，指導現場へ周知する． 

なお，2020 年度から 2021 年度の 2 年間はコロナ禍のため学校現場で調査研究することができ

なかったため，2022年まで研究期間を 1年延長することとなった． 
 
 
４．研究成果 
 
【研究課題 1】 

 本研究では，1人あたりのコートの広さが異なるゲームの負荷特性を検討することを目的とした．そ

のために，3対 3 と 4対 4の少人数のゲームに着目し，それぞれコートの広さを変えたゲームを，金

沢市のＯ小学校に在籍する小学校 6年生の児童に行わせた． 

ゲーム 1－1：30m×20m，4対 4 ゲーム 1－2：20m×15m，4対 4 

ゲーム 2－1：30m×20m，3対 3 ゲーム 2－2：20m×15m，3対 3 

ゲーム中の活動量（移動距離，強度ごとの移動距離）を GPS（S＆Ｃ社製，Fieldwiz）を用いて測定

した．主な結果は次のとおりである． 

（1） ゲーム中の移動距離は，コートの広いゲームが狭いゲームと比較して有意に高値を示し

た． 



（2） ゲーム中の中・高強度の移動距離は，コートの広いゲームが狭いゲームと比較して有意

に高値を示した． 

以上から，同じ少人数のゲームであってもコートの広さを大きくすることにより体力つくりからみた

効果が期待できることが示唆された． 

 

【研究課題 2】 

本研究では，1 人あたりのコートの広さが異なるゲームの授業成果を検証することを目的とした．

そのために，ゲームを 3対 3 で行うグループ（実験群）と 4 対 4 で行うグループ（コントロール群）の

授業効果を比較検討した．本研究では金沢市のA小学校に在籍する 1組 27名をコントロール群，

2組 26名を実験群とした．いずれも単元全体を 8時間で構成し，前後の 1時間ずつを体力測定と

したことから，実質的な授業時間は 6 時間となった．授業内容は，『サッカー指導の教科書』（JFA，

2018）を参考に，しっぽとり，ストップボール，ゲームから構成した． 

授業の成果を検証するために，単元前後に 25m直線走および 25m方向変換走，質問紙調査を

行わせた．また，単元中における身体活動量（中・高強度の活動時間）を活動量計（Omron 社製，

HJA-750C）を用いて測定した． 

主な結果は次のとおりである． 

（1） 両群ともに，単元前後で 25m 直線走の成績は変化しなかった．一方，25 方向変換走の

成績は，実験群がコントロール群と比較して有意に向上した． 

（2） 実験群の各授業時間の中・高強度の活動時間は，1 時間目が 22.6 分，2 時間目が 22.7

分，3時間目が 24.5分，4時間目が 22.5分，5時間目が 23.5分，6時間目が 24.6分で

あった．一方，コントロール群の中・高強度の活動時間は 1時間目が 22.6分，2時間目が

23.6 分，3 時間目が 25.3 分，4 時間目が 20.3 分，5 時間目が 22.0 分，6 時間目が 23.5

分であった． 

（3） 単元前後の質問紙調査をみると，心理面の関心の項目は単元前後で有意差は認められ

ず，いずれの群も高値を示した． 

以上から，いずれの群も児童の関心を損なわずに行うことができるが，ゲームを 3対 3で行うグル

ープでは方向変換能力が高まることが示唆された． 
 
【研究課題 3】 

以上の研究成果をまとめ，指導現場へ周知した．今後のボールゲームにおける教材づくり，計画

づくりに役立てられる予定である． 
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